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 9. 研究実績の概要 

      下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、 

   交付申請書に記載した「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できる 

   だけ分かりやすく記述すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等 

     は記載しないこと。 

本研究の目的は，水系での微量環境汚染物質の動態を吸着と分解に分けて評価することであ

る。本年度は，多環芳香族炭化水素類 (PAHs)の 底質・水系での挙動を調べるために，名古屋

港において，調査を行った。その結果，底質での土粒子―間隙水の間や水系での浮遊粒子―

溶存態間の濃度関係は，これまで知られている Kow, Kocの 間の相関式で概ね記述できるが，

底質上部において，間隙水濃度が平衡関係で考えられるよりも高い傾向があり，このため，

底質に降り積もった粒子状物質に吸着の PAHsの 一部が間隙水に移行し，海水中に回帰する現

象が見られた。また，PAHs類 の底質での生物分解は無視し得る程度の速度であることがわか

った。一方，水系での管理技術としては，活性汚泥系に着目し，無機塩のみで培養し硝化菌

を卓越させた活性汚泥での医薬品類の分解を調べた。既存の従属栄養細菌を多く含んだ活性

汚泥よりも，難分解性の医薬品の一部は，硝化菌主体の活性汚泥によりより早く分解するこ

とが明らかになった。また，硝化菌の硝化を ATUで阻害すると，分解活性が大きく影響を受

けることから，硝化におけるアンモニア酸化酵素が医薬品の分解にも関わっていることが示

唆された。また，廃棄物処理系においても， VOCの排出に関する調査研究を行った。その結

果， VOCの排出の多い処分場の特徴として，廃棄物の生物分解により発熱を生じている処分

場であることが明らかになり，熱により化学物質が固体から気体へ移行していることが明ら

かになった。また，ビスフェノール Aなどについては，熱により固体から液体への化学物質

の移行が明らかになった。  

 ※ 成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4 判縦長横書 1 枚)

を添付すること。 
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